
－ 387－

10 －１	 九州地方とその周辺の地震活動（2015 年 11 月～ 2016 年 4 月）
 Seismic Activity in and around the Kyushu District 
 (November 2015 - April 2016)

気象庁 福岡管区気象台
Fukuoka Regional Headquarters, JMA

　今期間，九州地方とその周辺でM4.0以上の地震は 203回，M5.0以上の地震は 27回発生した．
このうち最大のものは，2016年 4月 16日に熊本県熊本地方で発生したM7.3の地震である．
　2015年 11月～ 2016年 4月のM4.0以上の地震の震央分布を第 1図 (a)及び (b)に示す．
　主な地震活動は以下のとおりである．

（1）薩摩半島西方沖の地震（M7.1，最大震度 4，第 2図 (a)～ (j)）
　2015年 11月 14日 05時 51分に薩摩半島西方沖でM7.1の地震（最大震度 4）が発生した．この
地震は，発震機構（CMT解）が北西－南東方向に張力軸を持つ横ずれ断層型で，陸のプレートの
地殻内で発生した．この地震により，鹿児島県の中之島（海上保安庁）で 30 cmの津波を観測した．
また，この地震の震央周辺では地震活動が活発となり，2015年 11月 15日 04時 20分にM5.9の地
震（最大震度 3）が発生するなど，最大震度 1以上を観測する地震が 2016年 1月 31日までに 21
回発生した（2015年 11月 14日 05時 51分のM7.1の地震を含む）．今回の地震の震央付近について，
1997年 10月以降の活動を見ると，2004年 12月 14日にM5.3の地震（最大震度 3）が発生してい
るほか，M4.0以上の地震が時々発生している．

（2）熊本県熊本地方の地震活動（最大M3.2，最大震度 3，第 3図）
　2015年 11月中旬から熊本県熊本地方で地震活動がやや活発となり，12月 31日までに最大震度
1以上を観測した地震が 17回（最大震度 3：2回，最大震度 2：5回，最大震度 1：10回）発生した．
これらの地震活動は，地殻内で発生した．最大規模の地震は，12月 4日 05時 40分に深さ 6 kmで
発生したM3.2の地震（最大震度 3）である．また，12月 7日 06時 25分に深さ 5 kmでM3.1の地
震（最大震度 3）が発生した．この地震は，発震機構が北北東－南南西方向に張力軸をもつ正断層
型である．2000年 10月以降の活動を見ると，今回の地震活動付近では，M3.0以上の地震がしば
しば発生している．

（3）奄美大島近海の地震（M5.4，最大震度 4，第 4図）
　2016年 1月 9日 23時 12分に奄美大島近海の深さ 28 kmでM5.4の地震（最大震度 4）が発生した．
この地震の発震機構（CMT解）は，南北方向に圧力軸を持つ逆断層型である．この地震の発生以降，
一時的に余震活動が活発となり，最大震度 1以上を観測した余震が 11回発生した．

（4）トカラ列島近海の地震活動（最大M3.0，最大震度 3，第 5図）
　2016年 2月 3日 06時頃からトカラ列島近海（宝島・小宝島付近）で地震活動がやや活発となり，
2月 29日までに最大震度 1以上を観測した地震が 21回（最大震度 3：1回，最大震度 2：5回，最
大震度 1：15回）発生した．最大規模の地震は，2月 11日 03時 46分に発生したM3.0の地震（最
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大震度 2）である．

（5）宮崎県南部平野部の地震（M4.9，最大震度 4，第 6図）
　2016年 3月 3日 16時 11分に宮崎県南部平野部の深さ 51 kmでM4.9の地震（最大震度 4）が発
生した．この地震は，発震機構が東西方向に張力軸を持つ型で，フィリピン海プレート内部で発生
した．

（6）トカラ列島近海の地震（M5.3，最大震度 3，第 7図）
　2016年 3月 14日 16時 03分にトカラ列島近海の深さ 224 kmでM5.3の地震（最大震度 3）が発
生した．この地震は，発震機構（CMT解）がフィリピン海プレートの沈み込む方向に張力軸を持
つ型で，フィリピン海プレート内部で発生した．今回の地震では，沈み込むフィリピン海プレート
内を伝わった地震波により，高知県から沖縄県にかけて震度 1以上を観測している（異常震域とい
う）．

（7）平成 28年（2016年）熊本地震（最大M7.3，最大震度 7）（第 211回重点検討課題参照）
　2016年 4月 14日 21時 26分に，熊本県熊本地方の深さ 11 kmでM6.5の地震（最大震度 7）が
発生した．この地震は地殻内で発生し，発震機構（CMT解）は北北西－南南東方向に張力軸を持
つ横ずれ断層型である．また，この地震の震央付近では，2日後の 4月 16日 01時 25分に，深さ
12 kmでM7.3の地震（最大震度 7）が発生した．この地震も地殻内で発生し，発震機構（CMT解）
は南北方向に張力軸を持つ横ずれ断層型である．その後，熊本県から大分県にかけて地震活動が活
発な状態で推移した。この一連の地震活動の中で最大震度 5弱以上を観測した地震が 4月 30日ま
でに 18回発生している．
　気象庁は，この一連の地震活動を「平成 28年（2016年）熊本地震」（英語名：The 2016 
Kumamoto Earthquake）と命名した．

（8）トカラ列島近海の地震（M4.2，最大震度 4，第 8図）
　2016年 4月 24日 22時 27分にトカラ列島近海（諏訪之瀬島付近）でM4.2の地震（最大震度 4）
が発生した．
　この地震の発生以降，一時的に地震活動が活発となり，最大震度 1以上を観測した地震が 12回
発生した．
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第 1図 (a)　 九州地方とその周辺の地震活動（2015年 11月～ 2016年 1月，
M≧ 4.0，深さ≦ 700 km）

Fig.1(a)　  – 5102 rebmevoN( tcirtsid uhsuyK eht dnuora dna ni ytivitca cimsieS 
January 2016, M≧ 4.0, depth≦ 700 km).

第 1図 (b)　つづき（2016年 2月～ 4月，M≧ 4.0，深さ≦ 700 km）
Fig.1(b)　Continued (February – April 2016, M≧ 4.0, depth≦ 700 km).
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第 2図 (a)　2015年 11月 14日　薩摩半島西方沖の地震
Fig.2(a)　The earthquake west of the Satsuma Peninsula on November 14, 2015.
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第 2図 (b)　つづき
Fig.2(b)　Continued．
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第 2図 (c)　つづき
Fig.2(c)　Continued．
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第 2図 (d)　つづき
Fig.2(d)　Continued．
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第 2図 (e)　つづき
Fig.2(e)　Continued．
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第 2図 (f)　つづき
Fig.2(f)　Continued．
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第 2図 (g)　つづき
Fig.2(g)　Continued．
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第 2図 (h)　つづき
Fig.2(h)　Continued．
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第 2図 (i)　つづき
Fig.2(i)　Continued．
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第 2図 (j)　つづき
Fig.2(j)　Continued．
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第 3図　熊本県熊本地方の地震活動
Fig.3　Seismic activity in Kumamoto region, Kumamoto Prefecture.
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第 4図　2016年 1月 9日　奄美大島近海の地震
Fig.4　The earthquake in and around Amami-oshima Island on January 9, 2016.
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第 5図　2016年 2月 3日からのトカラ列島近海の地震活動
Fig.5　Seismic activity in and around Tokara Islands from February 3, 2016.
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第 6図　2016年 3月 3日　宮崎県南部平野部の地震
Fig.6　The earthquake in the southern part of Miyazaki Prefecture on March 3, 2016.
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第 7図　2016年 3月 14日　トカラ列島近海の地震
Fig.7　The earthquake in and around Tokara Islands on March 14, 2016.
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第 8図　2016年 4月 24日　トカラ列島近海の地震
Fig.8　The earthquake in and around Tokara Islands on April 24, 2016.
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